
平成

八潮市上水道事業会計予算書

26 年度

埼玉県八潮市



議案第2 1・号

(総則)

第1条平成26年度上水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

(業務の予定量)

第2条業務の予定量は、歌のと船りとする。

①給水件数

②年間総給水量

(3)一日平均給水量

施設整備事業④主要な建設改良事業

(収益的収入及び支出)

炊のとおりと定める。第3条収益的収入及び支出の予定額は、

収 入

平成26年度八潮市上水道事業会計予算

第1款水道

第1項

第2項

第3項

事業

業

業外

別

第1款水道事業費用

第1項営業費用

第2項営業外費用

第3項特別損失

費備第4項予

(資本的収入及び支出)

第4条資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める(資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額930,578千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

69,971千円、過年度分損益勘定留保資金525,790千円、建設改良積立金33

4,8 1 7千円で補てんするものと司、る。)。

収 入

出

収益

収益

収益

利益

659,628千円

200,000千円

199,929千円

224,937千円

34,762千円

38,586件

10,450,00011t

28,630111

683,2飢千円

支

第1款資本的収入

第1項企

第2項分

第3項工事

第4項国庫補

出

2,128,273千円

1,929,345千円

198,907千円

21千円

第1款資本的支出

第1項建設改良費

第2項企業債償還金

1,886,210千円

1,735,651千円

131,876千円

13,6部千円

5,000千円

1,卵0,206千円

1,401,弱9千円

188,647千円

金
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(継続費)

第5条継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。

款

1 資本的支出

(企業債)

第6条起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のと翁りと定める。

1 建設改良費

項

起債の目的

配水施設更新事業

事業名

配水施設更新事業

限度額

千円

200,000

2H,680千円

起債の方法

普通貸借

又は

証券発行

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第7条予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、炊のとおりと定める。

(D 第1款水道事業費用のうち、第1項営業費用と第2項営業外費用及び第3項特別損失

②第1款資本的支出のうち、第1項建設改良賓と第2項企業債償還金

(議会の議決を経なければ流用するごとのできない経費)

第8条次にかかげる経費については、その経費の金額を、

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

①職員給与費

②交 費際

(たな卸資産購入限度額)

第9条たな卸資産の購.入限度額は、 19,455千円と定める。

年度

平成26年度

平成27年度

利

5.0%以内

ただし、利率見

直し方式で借り

入れる資金につ

いて、利率の見

直しを行った後

においては、当

該見直し後の利

率

年割額

率

8,468千円

203,212千円

償還

政府資金については、そ

の融資条件により、銀行

その他の場合には、その

債権者と協定するものに

よる。ただし、企業財政

その他の都合により据置

期間及び償還期限を短縮

し、若しくは繰上償還又

は低利に借換えすること

ができる。

の 方法

平成2 6年2月2 8 E1提出

それ以外の経費の金額に流用し、又は

議会の議決を経なければならない。

236,9四千円

10千円

八潮市長大山
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予算に関する説明書



平成26年度八潮市上水道事業会計予算実施計画

1 水道事業収益

款

収益的収入及び支出

1営

項

収

業

2営業外収益

収 益

1特

目

事

入

3特

1 水道事業費用

の

款

別

取利息、及び配当金

託工事収益

期前受金戻入

益収

利

別

予定額(千円)

益

収益

益

2,128,273

1,929,345

1,883,654

45,691

198,907

1,552

1,145

194,020

2,190

21

幻1特

1 ゛耳

項

支

業

別

備

費

考

利

用

益

予

目

損

出

2 営業外賓用

備

失
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浄水費

給水費

費

費

却費

粍費

業費用

予定額(千円)

価

産

の他

3特

1,886,210

1,735,651

705,757

274,447

116,700

83,273

529,フ78

21,576

4,120

玲1,876

99,384

1,080

100

31,312

13,683

玲,683

5,000

5,000費

4予

別 損

払

託

備

失

備

消

考

利

費

営

K
也

受
受
長
雑

務
係
償
減
営

業
総
減
資
そ

息
費
出
税

工
支
費

支
受
雑

1
 
2

合
そ

1
 
2
 
3
 
4

収
業

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

原
配
水
水
及
及
び
び

1
2
3
4



1資本的収入

款

資本的収入及び支出

1企

項

収

2分

業

3 工事負担金

債

1_

4国庫補助金

金

1 資本的支出

目

建設改良費等の財源に充
てるための企業債

入

款

1分

1工

予定額(千円)

担

1 建設改良費

1国

事

項

負

支

659,628

200,000

200,000

199,929

199,929

224,937

224,937

34,762

34,762庫

金

1_

補

金

備

助

考

金

2 企業債償還金
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出

目

拡張事業費

増補改良工事費

務事 費

営業設備費

施設整備饗

八潮南部地区関連工事費

建設改良費等の財源に充
てるための企・心'!還

予定額(千円)

1,590,206

1,401,559

19,116

384,811

102,328

37,654

683,261

174,389

188,647

188,647

備 考

1
2
3
4
5
6



平成26年度八潮市上水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

(平成2 6年4月1日から平成2 7年3月3 1日まで)

1 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却費

特別修繕引当金の増減額(△は減少)

賞与引当金の増減額(△は減少)

法定福利費引当金の増減額(△は減少)

貸倒引当金の増減額(△は減少)

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の増減額(△は増加)

未払金の増減額(△は減少)

たな卸資産の増減額(△は増加)

預り金の増減額(△は減少)

前払金の増減額(△は増加)

小計

利息及ぴ配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

2

(単位:千円)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

国庫補助金等による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

191,698

529,フ78

21,451

17,870

12,868

2,324

3,560

△ 194,020

△ 1,552

99,認4

53,265

フフ,110

125

△ H,197

△ 30,000

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動にょるキャッシュ・フロー

資金増加額(又は減少額)

資金期首残高

資金期末残高

フ72,664

1,552

△羽,384

674,器2

△ 1,312,658

434,344

10,476

△ 867,8認

200,000

△ 188,647

11,353

△ 181,6聡

1,414,236
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1. 総

区

括

本 損益勘定

支弁職員

分

年
資本勘定

支弁職員

職

特別職

(人)

度

加

^

員 数

与

年

般職

(人)

10

勘定

職員

計

度

費

50

勘定

職員

0

報酬

(千円)

比

給

10

明

10

58

勘定

職員

給料

(千円)

較

細

122

与

△8

拶J 定

職員

0

0

65,379

10

手

手当

(千円)

122

41,421

-6-

0

費

升

区

122

0

△1

106,800

44,898

当
本

0

斗

(千円)

分

24,315

0

70,052

扶養手当

(千円)

年

^

0

月1」

法定福利費

(千円)

122

110,399

の

0

△1

69,213

40,665

度

年

比

65,736

HO,717

39,627

地域手当

(千円)

0

度

4,416

内

△ 4,673

176,135

37,426

区

23,3兜

0

較

4,134

本

計

(千円)

109,801

23,388

住居手当

(千円)

分

63,019

0

3,339

期末手当

(千円)

147,825

年

756

^

282

△ 3,917

剛1

60,814

64,057

3,448

5,271

度

年

比

通勤手当

(千円)

89,124

173,858

37,6引

△ 109

2,838

()内は、再任用短時間勤務職員で外書き

勤勉手当

(千円)

29,835

度

923

236,949

22,423

2,196

6,194

598

25,829

較

147,462

60,084

問外
務手当

(千円)

1,874

特殊勤務
当手

(千円)

1,679

642

18,081

4,006

86,480

△ 235

1,797

2,27フ

15,700

233,942

5,131

管理職手当

(千円)

965

フフ

2,3釘

5,671

W

363

730

△ 540

管理職員
特別勤務手当

(千円)

2,644

10

3,639

3,007

0

4,176

△ 537

合

書

0
9

0
9

時
勤

0
0

益
弁
損
支

合

本
弁
資
支

計

益
弁
損
支

合

本
弁
資
支

合

訳

1
H

1
部

1
 
51

1
討



2.給料及び手当の増減額の明細
区分 増減額(千円)

△ 3,917

増減事由別内訳(千円)

給

給与改

定に伴

う増減

分

料

0

昇給に

伴う増

加分

貌 明(千円)

その他

の増減

分

1,174

△ 5,091

手

6,194

給与改定の状況

制度改

正に伴

う増減

分

新陳代謝等に係る増減分

・械1

r

系合料の改定率

当

その他

の増減

分

平均昇給率

昇給日

フ,848

給与改定実施時期

考

期末手当

勤勉手当

△ 1,654

職員数の異動状況

0.00%

扶養手当

地域手当

住居手当

通勤手当

時間外勤務手当

期末手当

勤勉手当

管理職手当

管理職員
特別勤務手当

本年度

前年度

増減

1.16%

4月1日

4,フ76

3,072

23人

24人

△1人

地方公営企業会計制度の見直しによる質与

引当金繰入額の計上

(その他)

282

△ 109

642

フフ

△ 540

△ 770

△ 691

△ 537

△8

0人

0人

0人

(計)

23人

24人

△1人

ーフー

現に
〕
職

〔



3 給料及び手当の状況

(1河哉員1人当たり給与

平成26年1月1日現在

区

平成25年1月1日現在

平均給料月額(円)

【参考】平成26年1月唄現在に船ける平均給料月額及び平均給与月額は、特例減額後の金額で算出

平均給与月額(円)

平

分

(2)初任給

平均給料月額(円)

均

平均給与月額(円)

年

平

区

齢(歳)

均

企業職(1)

大

年

校

341,404

齢(歳)

384,フ71

卒

卒

48.3

364,904

407,929

企業職(1X円)

48.0

(平成26年明 1日)

H9,800

178β00

-8-
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(3)級別職員数

区 分
職種
級

1級

平成26年1阿1日現在

2級

靴員数(人)

3級

0

8,3

企業職(1)

4級

2級

5級

0

4.2

構成比や脚

6級

主事・技師

0

0.0

7級

(100.0)

100.0

0

8,3

8級

3級

0

37.5

計

主任

0

29,2

1級

平成25年1月1日現在

4級

0

8.3

2級

主査

0

8.3

3級

5級

0

4.2

4級

副主幹

0

4.2

5級

6級

0

100.0

6級

()内は、再任用短時問勤務職員で外書き

課長

0

0.0

7級

(怨別の標準的な職務内容)

7級

0

12,5

8級

-9-

aoo.0)

33.3

区

計

企業職 a) 次長

0

25.0

ノ＼ 8級

0

12.5

部長

0

4.2

1級

主事・技師

0
0

0
2

0
9

0
7

0
2

0
2

0
1

0
1

)
 
4

(
 
2

0
0

0
3

①
8

0
6

0
3

0
1

0
2

0
1

①
討



(4)昇給

職

区

昇給に係る職員数

本

年

号 給数別内訳

ココ

数

度

(A)(人)

企業職(D

(助(人)

職

比

2号給(人)

昇給に係る職員数

3号給(人)

23

^

月1」

4号給(人)

率

年

6号給(人)

号給数別内訳

23

(B)/(AX%)

数

10

度

0

(A)(人)

Ⅱ

2

(B)(人)

100.0

比

2号給(人)

(5)特殊勤務手当

3号給(人)

24

4号給(人)

給

率

6号給(人)

料

支給対象職員の比率(%)

24

(Bソ(AX%)

総

支給対象職員

10

区

額

代

0

表

n

的

対

2

100.0

な

人当たり平均支給月額

司、

刀

特

る

(平成 26年1月1日現在)

殊

比

勤

率

務 手

%

当 の

,<、

(円)

名 動、

業

0.01

危険従事手当、事故待機手当

16.フ

職

-10-
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員

員

こ



(6)期末手当・勤勉手当

区

本

フJ

年

ム"

自1」

度

支

年

6月嗣分)

一般会計の制度

給

度

0.975

1.900

()内は、再任用短時間勤務職員で外書き

期 別

0.975

1.900

(フ)定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

支

0.975

1.900

給

12月(月分)

区

率

1.125

2.050

刀

支給率等

20年勤続の者

明分)

1.125

2.050

一般会計の制度

(支給率等)

支給率計

明分)

1.125

2.050

28.7875

25年勤続の者

絹分)

2.100

3.950

(8)その他の手当

2.100

3.950

職制上の段階、職務の
級等による加算措置

28.7釘5

38.9弱0

区

扶

35年勤続の者

網分)

2.100

3.950

地

養

住

域

38.9550

ココ

通

乎

居

有

55.8600

手

勤

最高限度

(月分)

当

手

有

一般会計の制度との異同

当

手

当

55.8600

有

当

55.8600

同

時の他

算措置

同

同

定年前早期

退職特例措置

(2%~20%加算)

じ

55.8600

同
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じ

じ

職

別昇

定年前早期

退職特例措置

(2%~20%加算)

じ

口糸

退
特

そ
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款 項

1 1

年割額

全体計画

25

継続費に関する調書

国庫
補助金

千円

315,415

左の財源内訳

26

千円

企業債

423,260

25,904

1 1

建設改良
積立金

計

千円

180,000

738,675

34,762

目1」月lj年L
度末ま
での支
払義務
発生額損益勘定

留保資金

26

千円

200,000

60,666

2,600

8,468

前年度
末までの
支払義
務発生
(見込)額

千円

27

106,911

3即,000

2船,212

4,500

当該年
度支払
義務発
生予定
額

千円

計

183,998

2H,680

フ,100

当該年
度末ま
での支
払鶉務
発生予
定額

千円

290,909

100,000

(平成26年度に係る分)
翌年度
以降の
支払義
務発生
予定額

42

千円

事

100,000

13,107

8,426

浄配水場施設

管理業務委託料

(平成22年度)

継続費
の総額
に対する
進捗率

千円

項

738,675

90,105

13,M9

千円

水道料金徴収事

務等業務委託料

(平成25年度)

7朋,675

限度額

738,675

98,531

備考

債務負担行為に関する調

前年度末までの
発生(見込

千円

185,850

%

738,675

水質検査

業務委託料

(平成部年度)

0.0

8,468

逓玖繰越
315,415
千円

期問

平成23年度から

100.0

8,468

437,009

平成25年度まで

払義務
)額

100.0

8,468

金額

203,212

千円

105,840

当該年度以降の払義'
発生予定額

3,925

8,468

4,0

203,212

期間

平成26年度から

平成27年度まで

4.0

平成26年度から

金額

平成30年度まで

千円

80,010

事業収益

(過年度に係る分)

左の財源内訳

平成26年度

千円

80,010

企業債

437,009

損益勘定
留保資金

千円
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゛耳
1昌

a)

(2)
゛Σ4
2禽

①

(2)

(3)

④

(5)

(6)

⑦

収 益

収益

営業収益

費 用

原水及び浄水費

配水及び給水費

費務

費係

償却費

減耗費

の他営業費用

業利益

業外収益

息、及び配当金

工事収益

益収

業外費用

払利息、

託工事費

支 出

常利益

利 益別

利益別

損 失別

特別損失

当年度純利益

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

平成25年度八潮市上水道事業予定損益計算書

(平成2 5年4月1日から平成2 6年3月3 1日まで)

フフ,644

0

業

フフ,644

3宮
ρ耳

(D

(2)

(3)

4営

(D

(2)

(3)

1,742,843

43,960

655,096

217,544

100,667

83,201

509,07フ

16,713

4 405

1,786,803

(単位:千円)

5特

①特

6特

(D △4,120

__」L旦^

1,512

1,115

2,174
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104,347

1,000

17,790

4,801

200,100

20

123,玲7

4,140

△U8,336

20

4,140

81,764

水
也

禾

託

取

業
総
減
資
そ
営
受
受
雑
支
受
雑
経

価
産
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業
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1

平成25年度八潮市上水道事業予定貸借対照表

(平成 2 6年3月3 1日)

資産の部

固定資産

①有形圖定資産

イ士 地

口建 物

減価償却累計額

構 築 物ノ、

減価償却累計額

機械及び装置こ二

減価償却累計額

ホ車両及び運搬具

減価償却累計額

工具器具及び備品ψん、、

減価償却累計額

ト建設仮勘定

有形固定資産合計

圖定資産合計

動資産

金預金

金

391,436

28,153

41,523

937,896

381,019

18,415,637

6,494,006

1,436,922

2,331,016

1,614,744

2流

(D

(2)

(3)

556,87フ

18,720

U,289

11,921,631

(単位:千円)

38,664

35,358

716,272

動資産

産

3固

Q)

フ,431

口
ロロ

3,306

482,266

419,589

4流

①

(2)

461, U2

当

負債

負

払

り

動負債

債合

負

15,124,705

負 債

金

の

1,414,236

376,694

24,827

部

15,124,705

1,815,757
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固
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5資

(D 自己

②借入

イ企

資本

本 金

本金

本金

債

6剰

(D 資

-15-

余

本剰

資

ハ受贈財産評価

二国庫補助金

資本剰余金合

②利益剰余

イ減債積立金

口利益積立金

ハ建設改良積立金

二当年度未処分利益剰余金

利益剰余金合計

剰余金合計

資本 合 言

負債資本合計

本

金

余金

の 邦

3,149,327

3,086,469

5,471,348

3,811,フ70

166,154

37,904

3,149,327

6,235,796

20,500

91,194

567,040

フフ,644

9,487,176

756,378

10,243,554

16,479,350

]6,940,462

資
資

計合

金
金
額

キ

担
負事

分
工
イ
ロ

計
金

ト

業
金



平成26年度八潮市上水道事

(平成 2 7年3

資産の

固定資産

①有形固定資産

イ土 地

口建 物

減価償却累計額

ハ構 物築

減価償却累計額

機械及び装置^

減価償却累計額

ホ車両運搬具

減価償却累計額

ヘ工具器具及び備品

減価償却累計額

ト建設仮勘定

有形圖定資産合計

固定資産合計

流動資産

①現金預金

②未 収

貸倒引

③貯

(4)前

17,247,フ74

2,964,659

定貸借対照表

1日)

937,896

△402,647

邦

19,67フ,247

△7,102,092

1,436,922

2,337,902

△1,708,328

脇5,249

23, M3

△9,703

12,575,155

(単位:千円)

38,664

△35,819

629,574

13,440

動資産

産

2,964,659

2,845

447,435

金

合計

定負債

,<、 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企業債 合計

圀定負債合計

15,640,620

323,429

△3,560

1,232,583

負

15,640,620

債

319,869

24,702

30,000

の 邦

2,964,659
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4流

(D

イ

動負債

業企 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企業債

(2)未 払

(3)引 当

イ特別修繕引当金

口賞与引当金

ハ法定福利費引当金

合引当金 計

(4)預 金り

流動負債合計

5繰延収益

①長期前受金

ヒ累(2)

196,021

6資 金

金7剰

(D資本剰余金

担 金イ分

ロエ事負担金

ハ受贈財産評価額

資本剰余金合計

(2)利益剰余金

イ減債積立金

口利益積立金

ハ建設改良積立金

59,393

12,868

2,324

196,021

468,546

74,585

16,956

資 本

9,508,168

△3,141,545

当年度未処分利益剰余金

利益剰余金合計

合剰余金 斗

資本合計

負債資本合計

の 邦

756,108

412,637

10,155

1,034

6,366,623

10,087,390

20,500

91,194

232,224

3,306,171

3,086,469

423,826
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フ,160,384
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注記

1.重要な会計方針

当年度より、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。

1 固定資産の減価償却の方法

(D 有形固定資産

・減価償却の方法定額法による。

・主な耐用年数

建物 20年~舶年

閥年~如年構築物

8年~30年機械及び装置

4年~ 5年車両運搬具

器具及び備品 5年~15年

(2)リース資産

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るりース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

2 引当金の計上方法

(1)退職給付引当金

本市は、退職手当組合(埼玉県市町村総合事務組合)に加入しており、上水道事

業会計は、一般会計を通じて総合事務組合に負担金を拠出しているため、退職給付

引当金を計上せず、拠出時に費用処理をしている。

(2)賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額

に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

(3)法定福利費引当金

職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末に

おける支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

(4)特別修繕引当金

南部配水場電気計装設備に係る修繕費用の支出に備えるため、支出見込額 U,700

千円を計上している。

(5)貸倒引当金

債務の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により回収不能見込額を計

上している。

3 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。
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Ⅱ.予定貸借対照表等関連

1 引当金の取崩し

(1)修繕引当金の取崩し

・平成25年度において第7水源井二重ケーシング及び中央浄水場非常用発電設備を

修繕するため、修繕引当金 73.260千円取り崩す予定。

・平成26年度において浄配水場次亜注入設備及び中央浄水場非常用発電設備配電盤

を修繕するため、特別修繕引当金 26,器0千円を取り崩す予定。

Ⅲ.セグメント情報の開示

八潮市上水道事業は、公共水道事業のみを行っており、単ーセグメントであるため、

セグメント情報の記載は省略している。

Ⅳ.リース契約により使用する固定資産

1 リース会計に係る特例措置

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっている。

V.その他の注記

1 新会計基準移行に係る経過描置

a)修繕引当金に関する経過措置

平成26年3月31日以前に引き当てられたものについては、引き続き従前の例

により取り崩すこととする。

(2)みなし償却制度の廃止に伴う経過措置

平成26年3月31日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等

で現に資本剰余金として整理している額については、平成26年3月31日以前に

取得又は改良した資産で、取得又は改良した資産と補助金等との対応関係を個別的

に把握できる資産を除いたすべての資産(ただし、補助金等を充てずに取得又は改

良したことが明らかな資産は除く。)を対象とした按分等の方法を用いて合理的に整

理している。
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